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た か

農林水産省農産園芸局植物防疫課農薬対策室 高

は じ め に

昨年， 和歌山 県 で発生 し た 毒物 カ レ ー 事件 に 端 を 発
し ， 日 本全国 で毒劇物 を使用 し た 事件が続発 し 国民 に大

き な 不安 を 与 え た 。 こ の た め ， 内 閣 は 「毒劇物対策会

議」 を設置 し ， 毒劇物管理体制 の 強化， 流通食品 に お け
る 安全確保対策 の推進お よ び事件 ・ 事故発生時 に お け る

関係省庁聞の連携強化等 の諸施策 に 取 り 組ん で い る と こ

ろ であ る 。

農薬 に つ い て も ， 最近 は低毒性農薬が大半 を 占 め る も
の の ， 毒劇物 に 相 当 す る 農薬 も 流通 し て い る と こ ろ であ

り ， そ の安全な使用 お よ び適切な保管管理の一層 の徹底
を強力 に推進 し て い る 。

こ の よ う な社会的 な情勢の も と ， 本年 も 農薬危害防止
運動 を 実施す る こ と と し た の で， そ の概要 を 紹介す る と

と も に ， 農薬 の適正使用 に つ い て ， 以下に述べ る 。

I 農薬危害防止運動の概要

本年度 の農薬危害防止運動 は ， ①農薬散布者の事故防
止， ②農作物の安全確保， ③生活環境の保全の推進， を
目 的 と し て 実施す る 。

実施 は 6 月 か ら 1 か月 間 ( た だ し ， 都道府県の実情 に
応 じ て適宜設定又 は延長す る ) と し ， 国 は広報誌や ポ ス
タ ー等多様な 広報手段 を活用 し ， 本運動の普及徹底 を 図
る 。 ま た ， 農薬の適正 な使用 や保管管理， 中毒時の応急
措置等 に つ い て 解説 し た 資料 を 作成 ・ 配布 し ， 農薬 に 関
す る 正 し い知識の普及 に 努 め る 。

都道府県 は ， 農薬販売業者， 防除業者， 農薬使用者等
を対象 に 農薬の適正な使用 ， 関係法令等 に つ い て 講習会
を 開催す る 。 ま た ， 農薬 に よ る 事故が多発 し て い る 地区

や無登録農薬の販売等関係法令 に 違反 す る 行為が行わ れ
て い る 地 区 に お い て は立入検査 を 実施 し ， そ の処分， 指
導等に努め る 。

E 農薬の適正使用 に つ い て

1 農薬使用 者の安全確保

農薬 に よ る 中 毒事故 は ， 農薬マ ス ク 等 防護装備 の 不
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備， 保管管理の不徹底等使用者が注意 す れ ば未然 に 防 げ

る も の が大半 を 占 め て い る こ と か ら ， 農薬 の ラ ベ ル に
は， 注意喚起マ ー ク や特 に 注意が必要な事項 は赤色 に す

る な ど， 使用 者の 目 に 付 き や す い 方法 に よ っ て 注意 を 促

す表示が さ れて い る 。

ま た ， ラ ベル の注意事項 に 記載 さ れて い る 農薬 マ ス ク

や手袋等 の 防護装備 の 着 用 は ， 農薬取締法 (昭和 23 年

法律第 83 号) に よ り ， 農薬 を 登録す る に あ た っ て 提 出

さ れた毒性試験成績 を 基 に ， 農薬の銘柄 ご と に ， 毒性学
の専門家 に よ っ て使用者の安全 を 確保す る 観点 か ら 記載
が義務づ 砂 ら れて い る も の で あ る 。 し た が っ て ， そ の注

意事項 を遵守す る こ と が農薬使用 者 自 身 の安全 を 確保す
る 基本事項 と な っ て い る 。 銘柄 ご と に検討 さ れて い る の

は， 毒性の 強 さ が農薬の 有効成分の み な ら ず， 補助成分

等 に よ っ て 異 な る こ と か ら で あ り ， ま た ， 防護装備等 の

着用 に よ っ て も 使用者の安全が確保 さ れ な い場合 に は，

農薬登録 さ れ な い こ と と な っ て い る 。

一方， 保管管理の不徹底 に よ る 事故 を 防 ぐ た め に は ，
使用残 り の農薬等 は農薬専用 の保管庫文 は 鍵の掛か る 保

管庫等で管理 し ， 保管庫内 の手前 は誤欽， 誤食等 の 原因
と な り や す い の で， 毒劇物 に 該 当 す る 農薬等 は な る べ く

奥 に し ま う よ う 心が け る こ と も 重要 で あ り ， さ ら に ， こ
の毒劇物 に 該当 す る 農薬 は ， 毒物お よ び劇物取締法 (昭
和 25 年法律第 303 号) に 基づ き ， 販売 か ら そ の 廃棄 に
至 る ま で厳 し く 規制 さ れて い る の で， そ の取扱い に あ た
っ て は十分注意す る 必要が あ る 。 例 え ば， 毒劇物 を 購入
す る 場合 に は ， 譲受文書 を 作成 し ， 毒劇物販売業者 に 提
出 し な げ れ ば な ら ず， 他者へ の譲渡や販売 も 禁止 さ れて

い る 。 ま た ， そ の廃棄 に あ た っ て は 政令で定 め る 方法 に

よ り 安全な物質 に し て 処分 し な け れ ば な ら な い。

2 農作物の安全確保

農作物の安全性 に つ い て は依然 と し て 国民 の 関心 も 高
く ， 国， 都道府県 お よ び関係団体等 に よ る 残留農薬調査
も 活発 に 行わ れて い る と こ ろ で あ る 。

厚生省が平成 8 年度 に 行 っ た 残留農薬検査 に よ れ ば，
検査総数約 355 ， 000 件 ( う ち 残留農薬基準値が設定 さ れ
て い る も の が約 2 1 1 ， 000 件) の う ち ， 何 ら か の 農薬が検
出 さ れた も の は 2 ， 773 件. 0 . 78 % で， 残留農薬基準値 を
超 え る 量 の 農薬が検 出 さ れた も の は 55 件. 0 . 03% と な
っ て い る 。 ま た ， 残留農薬基準 は設定 さ れて い な い が登
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録保留基準が設定 さ れて い る も の で基準値 を超過 し て い

る も の， あ る い は 当該作物 に 農薬登録が な い農薬が検出

さ れて い る 例 も 報告 さ れて い る 。 平成 7 年度 と 比較す る
と ， 検査件数が 5 万件増如 し て い る こ と に も よ る が， 残
留農薬基準値 を超 え る 件数が 22 件 (0 . 01 % ) か ら 55 件

(0 . 03%) と 増加 し て お り ， 農薬 の ラ ベ ル に 記載 さ れ て

い る 「適用病害虫の範囲及び使用 方法J の農作物， 使用

時期， 使用 回数等 を道守 し使用 す る こ と が今後 ま す ま す
重要であ る 。

「適用病害虫 の範囲及び使用 方 法」 は， 農薬 を 登録す

る に あ た っ て 提出 さ れた 作物残留試験成績等 を 基 に ， 専

門家 に よ っ て 食 品衛生法 (昭和 22 年法律第 233 号) に
基づ く 残留農薬基準 を 超 え な い よ う ， 使用実態 を考慮 し
つ つ ， 設定 さ れて い る も の であ る 。 し た が っ て ， そ の使

用 方法 を遵守す る 限 り に お い て は， 使用 し た 農作物 に農
薬が残留 し た 場合 に お い て も 人 に対 し て 悪影響 を 及 ぽ さ

な い の で， 安心 ・ 安全な 農作物の生産がで き る 。

な お ， 残留農薬基準 に つ い て は ， 西暦 2000 年 ま で に

200 農薬 に つ い て 策定 し ， ま た ， 既 に 設定 さ れ て い る 農
薬 に つ い て も ， 基準値の見直 し を 行 う こ と と な っ て い
る 。

3 生活環境の保全

近年， 多種多様な化学物質が環境中 に放出 さ れ， そ れ
ら の人の健康 に対す る 安全性が懸念 さ れて い る 。 特 に ，

河川 等の水質汚染 に起因す る 人畜や生態系 への悪影響 は

重要 な 問題 と な っ て お り ， 環境庁では， 環境基準項 目 や

要監視項 目 を設定 し ， そ の監視 を 行 っ て い る と こ ろ であ

る 。 し か し な が ら ， 化学物質 の影響 を 未然 に 防 ぐ た め に

は， こ れ ら の現状対策 を さ ら に 一歩進め る 必要があ る こ
と か ら ， 昨年 6 月 に 「要調査項 目 」 が 新 た に 設 定 さ れ
た 。

こ の 要調査項 目 は ， 以下の い ずれか に該当 す る も の を

対象 と し て 300 化学物質が選定 さ れて い る 。

( 1 )  我が固 に お い て 一定の検出率 を超 え て 水環境中

か ら 検出 さ れて い る 。

( 2 ) 圏内， 諸外国， 国際機関が水環境 を 経由 し た 人
への健康被害の防止 ま た は水生生物の保護の観点か ら 法
規制の対象 と し て い る 物質であ っ て我が国 に お い て も 水

環境中 か ら 検出 さ れて い る 物質， あ る い は一定量以上製

造 ・ 輸入 ・ 使用 さ れて い る 物質。
( 3 ) 圏内， 諸外国， 国際機関が人への健康被害 ま た

は水生生物への影響 を 指摘 し て い る 物質であ っ て ， 我が

国 に お い て も 水環境中 か ら 検出 さ れて い る 物質， あ る い
は一定量以上製造 ・ 輸入 ・ 使用 さ れて い る 物質。

( 4 ) 我が国 で精密 な調査 ・ 分析が行わ れて い な い物

質等であ る が， 専門家 に よ る 知見等 に よ り ， 水環境 を 経

由 し て人 あ る い は水生生物 に 影響 を 与 え る 可能性の あ る

物質。

こ の 300 化学物質の 中 に は， 現在登録 さ れて い る 農薬
の う ち 57 農薬 (失効あ る い は 圏 内未登録 30 農薬) が含
ま れて お り ， 今後の水環境 中 の 存在状況調査等 の報告結

果 に よ っ て は ， こ れ ら 農薬 の さ ら な る 使用規制の強化 も

あ り 得 る の で， 関係者 に お い て は そ の動向 に 注 目 願 い た
し 主。

な お， 昨年 12 月 に 報告 さ れた 「平成 9 年度 の 公共用

水域水質測定結果」 お よ び 「平成 9 年度地下水質測定結

果J に よ れ ば， 環境基準健康項 目 に 指定 さ れて い る 4 農
薬 (D-D， シ マ ジ ン (CAT) ， チ ウ ラ ム お よ びチ オ ベ ン
カ ル プ (ペ ン チ オ カ ー ブ) ) は， い ず れ の 調査地点 に お
い て も 検出 さ れ て い な い こ と か ら ， 都道府県 の 水質汚濁

の防止 に 係 る 適切な指導 に よ っ て こ れ ら 農薬の適正な使

用 が徹底 さ れて い る と 思わ れ る 。

4 農薬容器等の適正処理

廃棄物の処理お よ び清掃 に 関 す る 法律の政令お よ び省

令が改正 さ れ， 廃棄物 を焼却す る 際の処理基準 (焼却設

備お よ び焼却方法) が設定 さ れた こ と に よ り ， 農薬の 空
容器等 の廃棄物の野焼 き は一切禁止 さ れた た め ， 今後 は
廃棄物処理業者等 に対 し そ の処理 を 委託す る 等 の方法 に

よ る 適切な処理 を行 う 必要があ る 。

処理の原則 は， 個々 の 農薬使用者がそ れぞれ責任 を持

っ て廃棄物処理業者等 に 対 し そ の処理 を 委託す る 等 の 方
法 に よ っ て 適切 に 行 う こ と で あ る が， 委託等 に か か る 煩

雑 さ や コ ス ト 的 な 問題等 も あ る こ と か ら ， 本年度 よ り ，
残農薬等処分 シ ス テ ム 確立事業 を 実施 し ， 地域の 実情 に
応 じ た シ ス テ ム の構築 を 推進す る こ と と し て い る 。

お わ り に

農薬 は ， 農業生産 の安定や品質 の確保等 に つ い て 多 大

に貢献 し て い る 一方， そ の使用方法 に よ っ て は， 人畜，

農作物お よ び環境 に 対 し ， 悪影響 を 及 ぽす こ と も あ る の
で， そ の 取 扱 い に つ い て は 十分注意が必要 で あ る 。 ま
た ， 無登録農薬の販売， 使用 の事例 も 相変わ ら ず報告 さ
れて い る が， こ れ ら は ， 農薬取締法違反 で あ る こ と も さ

る こ と なが ら ， そ の人畜や環境への安全性が全 く 確保 さ

れて い な い の で， 農薬使用者や環境 に 対 し 悪影響 を 及 ぽ
す こ と が懸念 さ れ る 。 し た が っ て ， 関係各分野 に お い て

は， そ の使用 は絶対 に 行わ な い よ う 指導 を お願 い す る と

と も に ， 農薬危害防止運動 を 契機 に ， も う 一度農薬容器
の ラ ベ ル を一読す る よ う ， 今後の更な る 推進 を お願 い す
る 。
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農薬安全使用 基準の改正 に つ い て
農薬の使用に伴 う 農作物の残留 農薬対策， 水産動物の被害防止対策等については， 農薬取締法 (昭和

23 年法律第 82 号) 第12 条の 6 の規定に基づき， 農薬の使用の時期及 び方 法 そ の他の事項 について 農

薬 を使用す る 者が遵守 す る こ とが望 ま しい基準 (平成 4 年 1 月 30 日 農林水産省公表。 以下 「 農薬安全

使用基準J) が定 め ら れ， 関係機関の協力 を 得て， その指導徹底が図 ら れてきた。

今回， 農薬安全使用基準の一部が改正 された (平成 11 年 4 月 23 日 11 農産 第1027 号) ので， 改正

点のみ を 抜粋して 「植物防疫j に掲載す る。

農薬安全使用基準
( 平成 4 年 1 1 月 30 日 付 け 4 農蚕第 7 1 2 9 号農林水産省公表)

改 正 後

別 表 1 [新設]

農 薬 農作物等 ( 栽培方法) 剤 型 使用方法

N - % 7 ロ プ ロ ピJレ ー 上ヱ上 並劃 監査
1. 3 ， 5 - " 1) 7 % ン
- 2 ，  4 ，  6 - " 1) 7 ミ
ン {別名 主 ロ マ 記 ン }
主含主主主型車|
70 ptO *=3-(;( jUl;n7" ι之」玉 温劃 車盗IJtoJ1，:bJ�J\吋ート嬬酸嬬 (男I| 言 ゅ う り 並劃 選注孟 プ ロ パモtllレ ブ塩酸
培) を含有 す る 製剤|

し ょ う が 滋劃 準i主
(注)

1 [略]
2 [略]
3 [略]

使 用 期 間 使 用 回数

!l&稽前日 主主 ユ皿

血穂 1.1 日 前孟主 立且
牛一育初期 ま で (イ日 立且
l.Æ&穂 u 目前 孟
li 
血稽 3 0 日前主主 五且

ム こ の 表 に お い て 牢 中 散布 左 は . 航空戸機 { 有 人 ヘ リ コ プタ ー に 限 る 。 ) 亭 侍 用 し 弁 農薬の散布 が い ろ n

別表 1
農 薬 農作物等 ( 栽培 方 法 ) 剤 型 使用方法 使 用 期 間 使 用 回 数
トリメチルÀJ1，*ζウム=N- ( *À事/メチ 稲 [略] [略] [略] [ 略]
J1， )グ リシト ト (別名 グ リ ホ 水稲 (水 田陛畔) I夜剤l 散布 収穫 1 4 日 前 ま で 2 回
サー ト ト リ メ シ ウ ム塩)
を含有 す る 製剤 本担皇l

小麦 [略] [略] [略] [ 略]
かん き つ 液剤 散布 収穫 7 日 前 ま で 3 回

本血劃
り ん ご 液剤 散布 収穫 7 日 前 ま で 3 回

本血盟I
な し 液剤 散布 収穫 7 日 別 ま で 3 回

本担ÆL
も も [略] [略] [略] [ 略]

農 薬 農作物等 ( 栽培方法) 剤 型 使用方法 使 用 期 間 使 用 回 数
ヘキサキス ( β ， β ーシ、メチル7ェネチ [略] [略] [略] [ 略] [略]
J� )シコタン/キザン (別名 酸 り ん ご 乳剤 散布 収稽 2 1 円 前 ま で 2 回化 フ ェ ン ブタ ス ズ) を含
有 す る 製剤 水和剤

[ 略] [略] [略] [略] [略]
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農 薬 農作物等( 栽培方 法 )
7ンモニウム=DLーホモ7ラニンー4ーイル [略]
( メ刈)似7ィナート (別名 グ か ん き つ
ル ホ シ ネ ー ト ) を含有す
る 製剤

[略]

農 薬 農作物等 ( 栽培方法 )
N-( l -エチn.70 DtOn.}-3 ， 4- [ 略]
γメチn.-2 ， 6-γニトDJ'.ニリン ばれい し ょ

(別名 ぺ ン デ ィ メ タ リ
ン ) を含有す る 製剤

や ま の い も

[略]

農 薬 農作物等 (栽培方法)
0 ，  S ー ジ メ チル - N - [略]
アセチルホ ス ホ ロ ア ミ ド だ い ず
チオ エー ト (別名 ア セ あ主主フ ェ ー ト ) を含有 す る 製
剤 き ゅ う り

[ 略]

農 業 l農作物等 ( 栽培方法)
0-2， 4-γ ク叩7ェニルー0-1刊 I [略]
-S-70 Dt 。帥対日グ付Iート I !'J  A- .::" 
(別名 プロ チオ ホ ス } t..;.，.ー

を含有 す る 製剤 I [略]

農 薬 農作物等 ( 栽培方 法 )
2 - (4-1 トキシ7X::n.) ー2ーメ効 稲
70 日tO n.=3-7ェjキッγンγn.=エー
効 ( 別名 エ ト フ ェ ン プ
ロ ッ ク ス ) を 含有 す る 製
剤

[略]

農 薬 農作物等 ( 栽培方法)
1 - [4-(2ー夕日目ー α ， α ， α ー ト 主 峰 三 E
l)7UD-p- トリルオキシ)ー2-7n.t ト マ ト
日7ェニル ]ー3-(2 ， 6-γ7n.オ日

[略]ヘー ì'J' イ島)尿素 (別名 フ
ル フ ェ ノ ク ス ロ ン ) を 含
有 す る 製剤j

農 薬 農作物等 ( 栽培方法)
2-メチn.-4-夕日目7ェjキシ酢酸( ナ [ 略]
トリウム ， ナトリウムー水化物)

(別名 M C P A ナ ト リ 麦類 (秋播)
ウ ム塩) を含有 す る 製剤

[略]

剤 型
[略]

水和剤
液剤

[略]

剤 型

[略]
乳剤
粉粒剤
乳剤
粉粒剤

[略]

剤 型

[略]

[略]

本組劃
[略]
[略]

剤 型
乳剤

[略]

[ 略]

剤 型
乱劃
乳剤

[略]

弗j 型

[略]

液剤

水溶剤

[略]
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使 用 方 法
[略]

散布

[略]

使用方法

[略]
散布

散布

[略]

使用方法

[略]

[略]

盤車
[略]
[略]

使用 方 法

散壷 {空
虫散盗圭
隆三上
窒虫散壷

[略]

[略]

使用 方 法
量五
散布

[略]

使用方法

[略]

散布

[略]

使 用 期 間
[ 略]

収稽 2 1 円 前 ま で

[略]

使 用 期 間

[ 略]
萌芽前 ま で

直芽前車主

植付 3 0 日 後 ま で

[略]

使 用 期 間

[ 略]

[略]

!l&穂 l 量 目前孟主

[略]
[ 略]

使 用 期 間

[略]
落棺 2 0 円 後 ま で

[略]

使 用 期 間
収穫 2 1 日 前 ま で

版糟 l 量 目前主主

[略]

[ 略]

使 用 期 間
!l&稽前 自 主主

収穫前 日 ま で

[ 略]

使 用 期 間

[略]

幼穂監盛姐 Lí日 lo!
血稽 ft...Q 目前ま
ヱL

幼穂形成期 ( 但 し
収穫 1 2 0 日 前 ま
で )

[略]

使 用 回数
[ 略]

3 回

[ 略]

使 用 回 数

[ 略]
1 回

1 回

[略]

使 用 回 数

[ 略]

[略]

立血
[ 略]
[ 略]

使用回数
3 回

[略]

使 用 回 数
A.Æl 
4 回

[略]

使用回数

[略]

1 回

[ 略]



中央だ よ り (農薬安全使用基準の 改正)

農 薬 農作物等 (栽培方法)
トランスー H2ーシj')-2ーメ トキシイ [ 略]
ミ)j'i!刈)ー3-1刈ウレj' (別 ト マ ト
名 シ モ キサニ ル) を 含

を まお室有 す る 製剤
ぶ ど う (露地栽培)

[ 略]

農 薬 l 農作物等 ( 栽培 方 法 )
H α ， α ーグ ガJlI\" ��. Ao ) ー | [略]
3_( 1\0 ラトリル)尿素 (別名 |水稲 (湛水直播)
ダイ ム ロ ン ) を 含有 す る .
製剤 Izk稽 (鼓回直橋)

農 薬 農作物等 ( 栽培方 法 )
α ， α ， α ート 1)7Aoオ日句2 ， 6-γ、ニ [略]
トO-N ， N-�' 7D otD Ao-pー トルイシー ばれい し ょ
ン (別名 ト リ フ ル ラ リ
ン ) を含有 す る 製剤

[略]

農 薬 農作物等 ( 栽培 方 法 )
2ーメチAot" 7ェニルー3ーイAoメチル [略]
=( Z )ー ( 1 RS ， 3RS )-3-(2ーク は く さ い
00-3 ， 3 ， 3ー ト 1)7Ao初70 01\0 - 主主1 -工島)ー2 ， 2-シー がAo��07D
01\0 ンカルポ ヰシラート (別名 す い か
ピ フ エ ン ト リ ン ) を 含有 [略]
す る 製剤 て ん さ い

主立Z

別 表 5
殺虫剤等 に使用 さ れ る 農薬

[略]
[削 る 。 ]

--'-1.立上 [略]
( 1 4 ) [略]

--'-1.五上 [略]
( 1 6 )  [略]

よL7.上 [略]

剤 型

[略]
[略]

丞血盟i
[略]

[略]

剤 型

[略]
粒剤

盤盤劃
[略]

剤 型
[略]
[略]

本姐m
[略]
[略]
[略]

本血畳l
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使用 方 法
[ 略]
[略]

単車
[略]
[略]

使 用 方 法

[略]
散布

[略]

使 用 方 法
[略]
[略]

昆車
[略]
[略]
[略]

車車

使 用 期 間
[ 略]
[略]

収稽 3 目前車主

[略]
[略]

使 用 期 間

[略]
[ 略]

入 米 1 5 円 後 室 で

使 用 期 間

[ 略]
萌芽前 ま で

[ 略]

使 用 期 間
[略]
[略]

血稽 Z 目前主主

[略]
[略]
[略]

血糖 ;LQ 日前圭ヱ
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使用 回 数

[ 略]
[略]

立血
[ 略]
[略]

使 用 回 数

[略]
1 回

[略]

使用 回数
[略]
[ 略]

五血
[ 略]
[ 略]
[略]

主血


